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１ 総括に対する対応方針 

 

区

分 

研究課題名 

 

主な指摘事項等 

 

対応方針 

 

中

間

評

価 

ゴマサバの生食用

冷 凍 加 工 技 術 の 

開発 

・現場のニーズをとらえ

た、漁業・加工経営や

地域経済に直結する

課題であり、スピード

感を持って強力に継続

する必要がある。 

 

 

研究終了予定の平成

２５年度までに確実に

研究成果を上げ、現場へ

の技術普及が図られる

よう、研究項目「生食用

ゴマサバ製造の実用化

技術開発」の開始を１年

早め、研究業務に研究室

全体で対応し、予算配分

率を増加させ、重点的に

研究を進めていきます。 
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事

後

評

価 

秋季三番瀬におけ

るノリ生育不良と

漁 場 環 境 の 関 係 

解明 

・年末のノリ生育不良の

原因が高水温であるこ

とが明らかになり、

他の湾内漁場への応用

も可能な成果を得たこ

とで、少なくとも計画

どおりの成果が得られ

たと考えられる。海洋

環 境 ま で は コ ン ト

ロールできないので、

今 後 は こ の 成 果 を

生かすために赤潮で

行われているような

予報や一時的避難の

方 法 な ど の 研 究 を

引き続き行うことが

望まれる。 

本 研 究 で 得 ら れ た 

知見を活用し、毎年度の

海況に応じたノリ生育

に適した場所での効率

的な養殖が展開できる

よう、平成２３年度から

新規課題「三番瀬ノリ 

養殖漁場における好適

漁 場 の 推 定 の た め の 

漁場環境変動パターン

の類型化」に着手してい

ます。この研究では、 

効 果 的 な 海 況 モ ニ タ 

リ ン グ 手 法 の 開 発 と 

短 期 の 環 境 変 動 予 測 

技術の開発に取り組み、

平 成 ２ ５ 年 度 ま で に 

環境変動予測に基づく

好 適 な 漁 場 の 推 定 を 

行い、環境変動に合わせ

た最適な漁場利用方法

の提示を目指します。 
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２ 課題評価結果対応方針 

（１）中間評価 

＜課題評価結果対応票＞ 

研究課題名 ゴマサバの生食用冷凍加工技術の開発 

研究期間 平成 22～25 年度 

評価項目 指摘事項  対応方針 

２．研究計画

の 妥 当 性

及 び 達 成

の可能性 

① 計 画 内 容

の 妥 当 性

及 び 達 成

の可能性 

① 実用化のために、定置

網とサバたもすくい網

漁業を対象とし、漁業

種類別に魚体の取り扱

い 方 法 を 調 査 す る な

ど、県の水産業に直結

した、適切な研究計画

である。（なお 消費の

裾野を広げるために、

で き れ ば 解 凍 方 法 の 

簡 単 な マ ニ ュ ア ル も 

あるとよい）。 

① 解凍方法によって品質が大き

く影響を受けるので、消費拡大

を図る観点から、消費形態に   

応じた簡易な解凍マニュアル

の作成にも取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

② 漁業現場や流通・加工形

態を反映した研究計画

になっており、適切であ

る。ただ、現場にとって

は一刻も早い実用化が

求められると考えられ

るので、研究資源等の 

問 題 も あ る か と は  

思うが、前倒しで計画を

早められないか。 

② 本研究課題の研究項目の一つ

「生食用ゴマサバ製造の実用

化技術開発」については平成 

２４年度から着手する計画で

したが、すでに業界から開発 

要望と協力の申し入れがあり、

他の研究項目との資源配分の

調整を図り、平成２３年度に 

開始しました。 
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 ③ 品質評価については、 

K 値等による鮮度・性状

の評価だけでなく、官能

試験や市場性、嗜好性な

どの評価も重要である。 

 

③ 研究の実施計画に盛り込む 

こととします。品質評価は可能

な限り漁業者、加工業者と共に 

行い商品性（市場性・嗜好性）

を確認していきます。 

 

 

 

②研 究 資 源

の妥当性 

 

④ 研 究 計 画 は 効 率 的 に 

計 画 さ れ て い る   

ものの、研究費も補助者

を含む人員数も少なく、

当該センターの負担が   

大きい。 

 

 

④ 研究計画は、人員・予算を考慮

し担当研究室が実施可能と 

判断した上で立案しています。

今後も主担当者に対して過剰

業務とならないように補助者

をはじめ研究室全体で業務に

対応して いきます。また研究

費については平成２４年度 

から、本研究への配分率を増や

していきます。 

 

 

４．その他 ⑤ 技術が普及すると当然他

の地域でも取り組みが 

始まり、競合によって 

価格低下が引き起こされ

る可能性があるため、 

特許取得やブランド化等

の 知 財 戦 略 が 必 要 で  

ある。 

 

⑤ 現段階では特許出願の計画は 

ありませんが、独自技術が開発

されれば出願を検討していき

ます。製品については地域  

ブランドの育成に活用できる

よう地元市等と連携を図って

いきます。 
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総合評価 

 

 

⑥ 現場のニーズをとらえ

た漁業・加工経営や地域 

経済に直結する課題で 

あ り 、 ス ピ ー ド 感 を  

持って強力に継続する

必要がある。 

 

⑥ 研究終了予定の平成２５年度

ま で に 確 実 に 研 究 成 果 を  

上げ、現場への技術普及が 

図 ら れ る よ う 、 研 究 項 目  

「生食用ゴマサバ製造の実用

化技術開発」の開始を１年 

早め、研究業務に研究室全体

で対応し、予算配分率を増加

させ、重点的に研究を進めて

いきます。 
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（２）事後評価 

＜課題評価結果対応票＞ 

研究課題名 秋季三番瀬におけるノリ生育不良と漁場環境の関係解明 

研究期間 平成 20～22 年度 

評価項目 指摘事項  対応方針 

４．その他 

 

 

 

 

 

 

 

① 沿岸の海洋研究として、

学術的に高く評価できる

ものであり、専門誌への

公表を薦めたい。 

① 本研究の後継課題である「三番

瀬ノリ養殖漁場における好適

漁場の推定のための漁場環境

変動パターンの類型化」（平成

２３～２５年度実施）から得た

知見を合わせた上で、学術誌 

への投稿を検討していきます。 
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② 今後、沖合域の黒潮流

路変化や栄養塩等との

相 関 を 明 ら か に す る 

こ と に よ り 、 さ ら に 

確実性の高いノリ作柄

予測技術を確立できる

可能性が高く、研究の

継続が望ましい。 

② 今後の展開として、平成２３ 

年度から新規研究課題「三番瀬

ノリ養殖漁場における好適漁

場の推定のための漁場環境変

動パターンの類型化」に取り組

んでいます。このなかで、東京

湾奥部への黒潮系暖水の侵入

についても漁場外の水温情報

による把握を行い、２５年度ま

でに作柄に影響する環境変動

の短期予測手法の確立を目指

します。 



8 
 

総合評価 ③ 年末のノリの生育不良

の原因が高水温である

ことが明らかになり、 

他の湾内漁場への応用

も 可 能 な 成 果 を 得 た 

ことで、少なくとも計画

どおりの成果が得られ

たと考えられる。海洋環

境まではコントロール

できないので、今後はこ

の成果を生かすために

赤潮で行われているよ

うな予報や一時的避難

の 方 法 な ど の 研 究 を 

引き続き行うことが望

まれる。 

 

③ 本研究で得られた知見を活用

し、毎年度の海況に応じたノリ

生育に適した場所での効率的

な養殖が展開できるよう、平成 

２３年度から新規課題「三番瀬

ノリ養殖漁場における好適 

漁場の推定のための漁場環境

変動パターンの類型化」に着手

しています。この研究では、 

効果的な海況モニタリング 

手法の開発と短期の環境変動

予測技術の開発に取り組み、 

平成２５年度までに環境変動

予測に基づく好適な漁場の推

定を行い、環境変動に合わせた

最適な漁場利用方法の提示を

目指します。 

 

 

 

 

 

 

 


